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令和４年度 

第１回高畠町景況調査結果 
（令和４年７月１日基準） 

 

高畠町商工観光課 

たかっき     はたっき 

高畠町公式マスコットキャラクター 



1.調査概要及び回収結果 
 
 
１．調査の目的  町内事業所における現在の景況感を把握することで、新型コロナウイルスの流行に    
            よる経営環境の悪化に対する支援策を検討するため。  
 
２．実施主体    高畠町、高畠町商工会  
 
３．調査設計   （1）標   本   数：町内事業所（個人事業主も含む）182事業所  
              
           （2）調査方法：調査票の配布（ＦＡＸ、メール及び郵送）、回収（ＦＡＸ及びメール）  
 
           （3）調査期間：令和４年７月１３日～令和４年８月１７日  
 
           （4）基   準   日：令和４年７月１日  
 
４．回収結果   １２４事業所（回収率６８．１％） ※  前回：６７．２％  
 
５．採用指標   「景気動向指数Ｄ .Ｉ .（ディフュージョン・インデックス）」を採用  
            実数値の上昇率を表すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを表す。 
            本調査では、「増加（良い・上昇・過剰等）」と回答した事業所数の構成比から、「減少（悪い・   
            低下・不足等）」と回答した事業所数の構成比を差し引いた値で算出している。 
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【令和４年３～６月期景況調査について】 



2.アンケート調査の結果① 

回答事業所内訳 
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製造業 
48.7% 

非製造業 
51.3% 

製造業・非製造業別 
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造業 

6% 

11．建設業 

24% 
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1% 
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信業 
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18．その他
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11% 

業種別 
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     2.アンケート調査の結果② 
来期予想（令和４年７月～令和４年１１月） 今期（令和４年３月～令和４年６月） 



2.アンケート調査の結果③ 
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高畠町景況調査（DI）から見た景気情勢推移（令和４年７月調査）

※DI（ディフュージョン・インデックス）・・・「増加（良い・上昇・過剰等）」－「減少（悪い・低下・不足等）」の値

№
調査項目

H29.6～

29.11月期

H29.12～

H30.5月期

H30.6～

30.11月期

H30.12～

R1.5月期

R1.6～

11月期

R1.12～

R2.4月期

R2.5～

R2.6月期

R2.7～

R2.8月期

R2.9～

R2.11月期

R2.12～

R3.2月期

R3.3～

R3.6月期

R3.7～

R3.11月期

R4.3～

R4.6月期

R4.7～

R4.11月期

予想

1
業況

「良い」－「悪い」の指数 1.8 ▲ 9.0 ▲ 11.5 ▲ 23.1 ▲ 27.7 ▲ 49.0 ▲ 71.7 ▲ 53.9 ▲ 47.5 ▲ 56.7 ▲ 35.6 ▲ 37.4 ▲ 38.0 ▲ 37.7

2
受注状況 ※製造業・建設業

「増加」－「減少」の指数 ▲ 4.9 1.3 ▲ 6.4 ▲ 25.3 ▲ 29.6 ▲ 56.9 ▲ 49.4 ▲ 17.1 ▲ 13.0 ▲ 12.3 ▲ 16.4

3
生産・売上

「増加」－「減少」の指数 0.9 ▲ 7.3 ▲ 6.7 ▲ 23.9 ▲ 33.0 ▲ 52.0 ▲ 75.0 ▲ 59.4 ▲ 47.5 ▲ 56.0 ▲ 29.6 ▲ 22.8 ▲ 18.0 ▲ 22.1

出荷状況【出荷量】※製造業

「増加」－「減少」の指数 ▲ 3.6 ▲ 3.6 ▲ 7.8 ▲ 35.1 ▲ 42.9 ▲ 55.1 ▲ 51.6 ▲ 8.9 ▲ 8.1 ▲ 0.8 ▲ 1.6

出荷状況【出荷額】※製造業

「増加」－「減少」の指数 ▲ 7.1 ▲ 5.4 ▲ 13.7 ▲ 33.3 ▲ 42.9 ▲ 59.2 ▲ 55.7 ▲ 9.6 ▲ 8.9 ▲ 3.3 ▲ 1.6

在庫水準【製・商品在庫】

「過剰」－「不足」の指数 5.3 1.8 1.0 3.4 2.7 6.0 0.8 1.5 ▲ 7.3 0.0 ▲ 4.1

在庫水準【原材料在庫】※製造業

「過剰」－「不足」の指数 7.1 ▲ 1.8 11.8 5.3 4.1 14.3 ▲ 1.7 0.7 ▲ 7.3 ▲ 1.6 ▲ 3.3

価格【仕入価格】

「上昇」－「低下」の指数 38.1 56.9 48.1 37.6 37.5 10.0 17.2 50.4 65.9 77.0 68.0

価格【販売価格】

「上昇」－「低下」の指数 12.4 3.7 12.5 5.1 0.0 ▲ 16.0 ▲ 11.5 0.0 8.1 29.5 32.0

7
採算

「好転」－「悪化」の指数 ▲ 8.0 ▲ 12.8 ▲ 17.3 ▲ 19.7 ▲ 25.9 ▲ 45.0 ▲ 50.0 ▲ 37.0 ▲ 34.1 ▲ 34.4 ▲ 33.6

8
資金繰り

「好転」－「悪化」の指数 ▲ 8.8 ▲ 4.6 ▲ 9.6 ▲ 8.5 ▲ 16.1 ▲ 36.0 ▲ 35.9 ▲ 42.2 ▲ 27.9 ▲ 39.3 ▲ 18.5 ▲ 23.6 ▲ 19.7 ▲ 23.8

雇用【正社員】

「増加」－「減少」の指数 ▲ 1.8 5.5 ▲ 1.0 2.6 ▲ 1.8 1.0 ▲ 4.9 0.0 ▲ 9.8 4.9 4.9

雇用【臨時・パート社員等】

「増加」－「減少」の指数 2.7 3.7 1.0 1.7 ▲ 3.6 ▲ 5.0 ▲ 1.6 ▲ 1.5 3.3 3.3 1.6
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今回調査分



 

     2.アンケート調査の結果④ 

原油価格、物価高騰による仕入価格、販売価格への影響について 
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回答数：７３ 

10％未満 

15% 

10％～20％ 

67% 

21％～30％ 

7% 

31％以上 

11% 

仕入れ価格上昇率 

10％未満 

46% 

10％～20％ 

48% 

21％～30％ 

3% 

31％以上 

3% 

販売価格上昇率 

回答数：６３ 



 

     2.アンケート調査の結果⑤ 

業況の好転を見込んでいる時期について 
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年内夏～秋 

7% 年内冬 

6% 

来年 

23% 
当面見込みなし 

64% 

高畠町コワーキングスペースの利用状況について 
利用したことが

ある 

0% 

利用したことが

ない 

67% 

存在を知らない 

33% 



 
 

 

 3.景気動向（概要） 

景気は緩やかに持ち直しつつあるが、新型コロナウイルス感染症
の影響により依然として厳しい状況が続いている。さらに、原油価
格及び物価高騰がコロナ禍での経済回復の足かせとなっている。 

（１）    今期の業況は、前回（▲37.4）から0.6ポイント減の▲38.0となった。「生産・売上」が前
回（▲22.8）から4.8ポイント増の▲18.0、「採算状況」が前回（▲34.1）から0.3ポイント
減の▲34.4となるなどした。「仕入れ価格」が前回（65.9）から11.1ポイント増の77.0、②
販売価格が前回（8.1）から21.4ポイント増の29.5となり、2つとも過去最高の増加となっ
た。 

（２）   
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  来期の業況は、今期(▲38.0)から0.3ポイント増の▲37.7となった。「採算」が今期
（▲34.4）から0.8ポイント増の▲33.6、「出荷状況【出荷額】が今期（▲3.3）から1.7ポイ
ント増の▲1.6となるなど、改善が予想されている項目もあるが、多くの項目で悪化す
ると予想されている。 
  来期も販売価格の上昇が続くと見られ、受注状況、生産・売り上げも減少傾向にあ
ることから、依然として経済の冷え込みが予測されているようだ。 



4.事業所・業界の動向、要望事項 
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1
コロナ不況で昨年少しずつ止まっていた仕事が動き出してきたと思っていたら今年に入り戦争のせいかまた仕事が落ち込
み役員給料の未払いが続いたりの状況です。町の応援金も25％と該当なし。もっと製造業への支援を充実させてほしい。

2 高畠町プレミアム付クーポン券に助けられています。今後も継続してもらいたいです。

3 今後もクーポン券などの発行、税金などの免除をお願いします。

4
新型コロナウイルス感染状況、原材料高騰と商売をしている身としては暗い話題ばかりが目立つ。人数制限は必要だが、
経済活動再開を目指し、小規模でもイベント事は実施してもらいたい。

原文まま


